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第２５－Ｒ０５７号 

 

依頼者名 ： 株式会社ＹＯＬＯ ＷＯＲＬＤ 

 

依頼件名 ： 移動用リフトの性能・強度試験 

  

  

 

２０２６年２月１８日付をもって当センターに依頼のありました 

事項について報告します。 

 

 

 

２０２６年３月１３日 

 

一般財団法人 ＪＡＳＰＥＣ 

発行責任者  代表理事 鈴 木 寿 郎 

 

注意）書面による承認なく、この成績書の一部のみを複製して使用しないで下さい。 

注意）依頼者から提供されたデータには下線を付しています。 

注意）この試験結果は、依頼者が提出した試験品のみに関するものです。 

 

試 験 報 告 書 
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移動用リフトの性能・強度試験報告 
 

受託番号 ＭＨ－２５０８９ 

 

試験実施日 ２０２６年３月２日（月） 

 

依頼者名 株式会社ＹＯＬＯ ＷＯＲＬＤ 

 〒177-0033 東京都練馬区高野台２－８－５ 

 

試験場所 一般財団法人 ＪＡＳＰＥＣ 

 〒650-0047 兵庫県神戸市中央区港島南町７－１－５ 

 耐久性能試験場 

 

参考規格     移動・移乗支援用リフト 第６部：立ち上がり用リフト ＪＩＳ Ｔ９２４１－６ ：２０１５ 

手動車椅子  ＪＩＳ Ｔ９２０１ ：２０１６ 

        座位保持装置部品の認定基準及び認定基準方法（改定２版） 

 

試験項目 JIS T9241-6:2015 

                 6.性能 6.3 中央懸ちょう点の停止距離 

 

        JIS T9201:2016 

                  5.性能 10.2.1 シート耐荷重 

 

        座位保持装置部品の認定基準及び認定基準方法（改定２版） 

         背支持部 後方衝撃試験 

 

試験品 品  名   ラクリフト（最大使用者体重：１５０ｋｇ）（写真１） 

 型  式   ―  

        製造番号   ―  

 試験品受領日 ２０２６年２月２５日 

         

 

写真１ 試験品 

 

試験室内温度と湿度 温  度 ：１８℃～１９℃    湿  度 ：４１％ 

 

品質管理者    代表理事  鈴 木 寿 郎 

 

試験主担当者   試験評価部長  伊 庭 栄 樹
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移動用リフトの性能・強度試験結果 
 

１．移動・移乗支援用リフト 第６部：立ち上がり用リフト ＪＩＳ Ｔ９２４１－６ ：２０１５試験（参考） 

１．１ 中央懸ちょう点の停止距離試験（6.3） 

  試験内容 

    写真２のように、座面に最大使用者体重１５０ｋｇのおもり（砂袋）を載せ、最高位置まで座面を上昇させ

る。座面が座面昇降可動域の中央付近（写真３）に下がったとき、昇降フットレバーから足を離し停止させ

る。このとき、実際に停止した位置を測定する。測定した距離と座面昇降可動域中央位置の差分が５０ｍｍ以

内であることを確認する。 

     

   

写真２ 中央懸ちょう点の停止距離試験状況     写真３ 座面昇降可動域中央位置（赤矢印箇所） 

 

試験結果 

  表１に示すように、座面昇降可動域中央と実際に停止した位置の差分を５回測定した平均は５．１０ｍｍで

あった。座面昇降可動域中央と実際に停止した位置の差分は５０ｍｍ以内であった。 

 

１回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目 平均

差分距離
（ｍｍ）

4.36 1.95 5.19 5.73 8.28 5.10

 

表１ 座面昇降可動域中央と実際に停止した位置の差分距離 
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２．手動車椅子 ＪＩＳ Ｔ９２０１ ：２０１６（参考） 

２．１ シート耐荷重試験（10.2.1） 

試験内容 

   写真４のように、試験品を耐荷重試験機の試験面に固定する。座面を最高位置まで上昇させ、座面中央に質量

２０ｋｇで縦横３００ｍｍ×３００ｍｍの大きさの砂袋を置き、その上から３ ６００Ｎを荷重負荷速度１５ｍ

ｍ／ｍｉｎで１０秒間加える。 

   試験後、試験品の使用上支障がある変形及び破損、接続部及びねじ固定部のガタツキ、緩みを確認する。 

 

 

写真４ シート耐荷重試験状況 

 

試験結果 

  試験後、使用上支障がある変形及び破損、外れはなかった。接続部及びねじ固定部、ボルト類のガタツキ、

緩みはなかった。また、座面の昇降も問題なくできた。 

 

３．座位保持装置部品の認定基準及び認定基準方法（改定２版）（参考） 

 ３．１ 背支持部 後方衝撃試験 

  試験内容 

    写真５のように、試験品を衝撃耐久性試験機の試験面に固定する。質量２５ｋｇのおもりの重心が背部中央

で上端より３０ｍｍ下方に当たるように設定し、３９°の角度から２回衝突させる。 

    試験後、試験品の使用上支障がある変形及び破損、接続部及びねじ固定部のガタツキ、緩みを確認する。 

 

 

写真５ 背支持部 後方衝撃試験状況 

 

試験結果 

    試験後、使用上支障がある変形及び破損、外れはなかった。接続部及びねじ固定部、ボルト類のガタツキ、

緩みはなかった。 

 

➢ JASPECは、依頼者から提供された情報・データの適切性に関する責任を負いません。 

 


	



